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は じ め に
昭和55年 度か ら新学習指導要領の施行にともない,学 校の直面する課題は,地 域や学校の実
態及び児童の心理の発達段階や特性を基調 とした教育課程を編成 し,そ の具体的な実践がお し
進め られてきている。
今回の改訂の趣旨は,も う一度教育の原点に立ち返えって教育の現状を見直すことにあった
のではなかろうか。なかでも 「豊かな人間性」 「ゆとりと充実」 「基礎的基本的な内容」の3
つに重点をおいての再出発であったものと考えることができる。 しか し,現 状では,「ゆとり」
ばか りが先行 して問題にされ,す べての子 どもに充実 した学校生活を送らせる取 り組みが軽視
されているのではないかと考えられる。
厂ゆ とり」すなわち 「充実」であり,毎 時間充実 した授業を展開することから出発 しなけれ
ばならないのである。
ところで,学 校は子どもにとって,2つ の側面をもつ ものと考えられる。
すなわち,そ の1つ は,手 段的側面 といわれるものであり,他 の1つ は,自 己実現的側面と
いわれるものなのである。前者は,大 人になっても必要な知識や文化遺産を身につけてい く側
面であ り,後 者は,指 導過程を重視 し,そ の過程における一人ひとりの子どもすべてが生 き生
きしたまなざしをもち,目 をかがやかせ学習に取 り組む姿をいうのである。
今回改訂の趣旨で重視 されている 「ゆとり」の時間 とは,こ の後者である自己実現的側面を
1時 間,1時 間の学習の場において実現させていくとい う重要な課題が内存す るものと考えら
れる。 このことを実現す るためには,教 育内容の精選を徹底 し,精 選された内容を構造化 した
うえで,学 習過程を組織化 し,一 人ひとりの子 どもが 「わかった」ことの喜びを味わい,目 を
かがやせる姿 を生み出す ことにあると考えられる。
「ゆとりと充実」の趣旨とは,よ くできる子はできる子な りに,で きない子はできない子な
りに,す べての子 どもが力いっぱい努力 して,そ の結果,子 どもたちが達成感や充実感の喜び
を身につけることではなかろうか。
現在学校教育では,一 人ひとりの子 どもが自ら考え,正 しく判断で きる創造性豊かな人間
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に育成す るために,教 育の質の抜本的な改善が求められているのである。教育 も,経 験主義か
ら精密科学的な方向へ と移行 してい くことの必要があると考えられる。た しかに,現 在教育観
においては,教 育工学的アプローチ として教育機器が導入され,効 果と効率の要請のもとに日
々の授業 に寄与 している。 しか し,授 業を1つ のシステムとして考えてみるとき,単 に機器の
導入だけが授業の改善に役立ち,効 果を生む もの とは思われないのである。長年にわたる研究
現場実践の中から生み出されて きた技術や方法,考 え方は教育における大きな財産なのである。
これらをいかにして統合 して,そ れ らをシステム化 し得るかが授業改善への道であると考えら
れる。
そこで,授 業の質的改善の道は,目 標を分析 し,教 材の構造を把握することによって,よ り
よい授業への設計を図ることにあるのではないか と考えるのである。
この研究においては,目 標分析か ら授業設計に至るまで,一 貫 したシステムとしてとらえる
授業の科学化をめざし,児 童一人ひとりにわかる授業を創造するため,子 どもの発達段階に応
じた教材配列や教材の精選を図 り,も って教材を構造化することにより,そ の構造から指導内




(1)目 標を具体的に,し かも明確に把握す る。
ここでは,基 礎的基本的事項の構成要素を分析 し,何 をどのように達成させるかをできるだ
け児童の発達段階及び能力段階に則 して明確にす る。
(2)指 導内容の重点化を図る。
ここでは,目 標達成のため,ど のような内容を,ど の程度取 り上げるかを明らかに し,指 導
内容を細かに分析 し,そ の程度 と範囲を決め,主 要な内容のみを取 り出し指導内容の重点化を
図る。
(3)目 標達成のため最も適 した教材を選ぶ。
ここでは,指 導内容をどのような教材をとお して,学 習活動 と結びつければ,児 童の理解が
容易になり,目 標の達成に迫れるかを考慮 した上で,具 体的でわか りやすい選択 とその作成,
さらにその提示の方法を考える。そ して,そ れらの目的を具体化す るためには,「 授業の質的
改善」を図ることを前提条件 としながら,教 科書教材の内容を分析 し,教 材の もつ構造を体系
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的に把握 し,明 らかにする必要があるのではないか と考える。
ところで,教 科書教材の内容を分析 し,教 材構造を体系的に把握す ることの必要性 ば,直 接
的には,次 のような理由からである。
(1)授 業設計の段階で,指 導者の安易 な構えが授業を混乱させ ることがあった。
(2)教 材の解決や研究に弱さがあり,指 導 目標や指導内容の把握があいまいになり理解 しに
くい授業構成になっている。
(3)い つでも,誰 れでも,効 果的な授業が展開できる指導法の開発を積極的にする必要があ
る。
このような理由か ら 「授業の質的改善の基本的条件」の重要な1つ として,「 授業設計」の
段階が考えられ,こ の条件を満たすためには,「 教材をどのように解釈 し,そ れを構造化する
か」の課題が考えられて くる。
そこで,ま ず 「教材解釈 とその系統の把握」の問題について考えてみたい。教科書は,教 科




めざ し,指 導内容 ・方法の一層の工夫 と改善を図 り,一 時間,一 時間に学習する内容の基礎的
基本的事項を確実に身につけさせることから始まり,子 どもたちが自主的に問題解決に取 り組
むその中で自学自習の習慣 と態度が育成されるとき,そ こに 「わかる授業」の創造があり,成
立があると考えられる。
それでは,「 教材解釈 とその系統の把握」を行なうためには,ど のような方法 ・手順が考え
られるのであろうか。教材は,多 数の学習目標が復雑にからみ合 った集合体 としてみるべきも
のであり,こ の教材を もとに授業設計を行なうとき,幾 多の困難が生 じるものと考えられるが,
この困難なことこそが,最 も重要なことなのである。
そ して,こ の授業設計の方法は,特 定の教師のみが理解 してできるということであっては無
意味であり,ど の教師であっても容易にできる方法を考案 し作成することが必要である。 この
ような基本的な立場に立って,教 材を解釈 し構造化をどのように行なうかが重要な課題 となる。
2.教 材解釈 とその系統
ここでは,小 学校算数科教科書1)に 編集されている3年 生の学習内容である,領 域 「数 と計
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れなりの理由が考えられ,事 実,除 法が導入されるあた りから,学 習の理解が遅れ る子 どもが
目立っセみられるようになること,ま た,次 の調査実施によって,除 法計算の定着が他の分野
と比較 したときかなり低い数値 としてとらえられたことによるものである。
○ 調査結果
この調査2)は,公 立学校の小学校4年 生終了時に実施 したものである。
表 ・1調 査結 果




































次は,学 習指導要領に示されている3年 生 ・4年 生の内容である。
3年 生m,(4)一
(4)除 法の意味を知 り,そ れを用いることができるようにす る。
ア,除 法が用いられる場合を知 ること。
イ,除 法 と除法や減法 との関係を理解 し,立 式や計算の方法を見いだ した り,結 果を検討
した りするのに用いること。
ウ,除 数が1位 数の場合の筆算形式を知 り,そ れを用いること。
4年 生A,(4)一
(4)整 数 の 除法 につ い て の理 解 を深 め,こ れ を用 い る能 力 を伸 ばす 。
ア,除 数 が2位 数 の場 合 に も除法 が で き る こ とを知 り,そ の手 順 な どにつ い て理 解 す る こ
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と。
イ,次 の関 係 を ま とめ る こ と。
(被 除数)=(除 数)×(商)+(余 り)
② 教材の配列
次は,学 習指導要領に示 された基準内容を現行の小学校算数科の教科書4)に教材 として系統
的に配列された学年 ごとの指導内容である。
3年 生
・除法 の意 味(等 分 除
,包 含 除)
記 号(÷)
・九 九1回 適 用 の 除 法
・余 りの意 味
・1や0の 除法
・2 ,3位 数 ÷1位 数(筆 算)
・商 ×わ る数+余 り=わ られ る数
4年 生
・2 ,3,4位 数 ÷2位 数
4位 数 ÷3位 数
・仮 商 の見 積 も り方
さ らに,こ れ ら3,4年 生 の内 容 が,5年 生 に お い て は,「 整 数 と小 数 」 とい った単 元 の も
とに
・大 きな数 の乗 法 ・除 法
・末 位 に0の あ る乗 法 ・除 法
・積 ・商 の見 当 の つ け 方,概 数 に よ る計算,(こ の 内容 は,「 平 均 と概 則 」 とい っ た単 元
の も とに,・ 概 数 を 用 い て の 乗 法 ・除 法 と して指 導 され る
これ らの指 導 内 容 が,6年 生 で は,「 算数 の ま とめ」 と して 総 括 した 指 導 内容 とな る。
・計 算 の ま とめ
・整 数 や小 数 の乗 法 や 除 法 が 分数 の場 合 の計 算 に ま とめ られ る こ と
。
・乗 法 や 除法 に 関す る計算 を1つ の 分数 の形 に ま とめ て表 す こ と
。
・四 則 計 算 の 可 能性 。
・整 数 で も
,小 数 で も,分 数 で も計 算 法 則 が 成 つ こ と。
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③ 考 察 の対 象 と して教 材
「整 数 の除 法 」 … …3年 生
・(2位 数)÷(1位 数)
例4)96369250




5)-7354)47532586繭 筆 算 形 式
④ 教材構造
③において考察の対象として教材の指導における導入から計算形式の理解に至る学習過程に




(1)2位 数を1位 数でわる計算の しかたを考える。……4時 間
(2)除 数が1位 数で,商 が2,3位 数の除法の筆算形式を知を。……2時 間
(3)除 法の筆算形式に慣れ,余 りの意味について理解を確かにする。……4時 間
(時間は,指 導配当時数)
ここで取 り上げる(2,3位 数)÷(1位 数)の 除法計算は,次 のような教材 としての構造を
もち系統的に成 り立っている。 したがって,こ れらの指導においては,絶 えず教材構造に注 目
しながら,指 導過程を構成 し指導を進めることが大切である。
⑤ 学 習 過 程 構 成 にお け る各 段 階 の 目標
こ こで は,(2,3位 数)÷(1位 数)の 指 導 を 中心 と した学 習 過 程 の構 成 に必 要 と考 え られ
る条 件 の1つ で あ る 目標 につ い て み て み る こ とに す る
・何 十,何 百,何 千 を何 十,何 百 で わ る計 算
・70-20,400-100,2500-400
・2位 数 で わ っ て商 が1け た のわ り算,
・仮 商 の た て方
・2位 数 で わ っ て商 が2け た のわ り算
・け た数 の 多 い わ り算
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・(2位 数)÷(1位 数)
計 算 の しか た
60÷3,36÷3,96÷4(2,3位 数)÷
・(2位 数)÷(1位 数)の 筆 算 形 武 の意 味
,
手 順,技 能 の定 着
496369250
・(2位 数)÷(1位 数)の 余 りの あ る計 算 ,
4)ys3匝
・(3位 数)÷(1位 数)
計 算 の しか た
800_4120_3
639-3675-5
・(3位 数)÷(1位 数)の 筆 算 形 式
57354475
32586)齋
・ 商 ×わ る数+余 りeわ られ る数
(1位 数)の 計 算
にお い て は,こ の学 習 以 前 に,
80÷4,600÷3な ど の 計 算 が,






ここで対象 とする(2位 数)÷(1位 数)及 び(3位 数)÷(1位 数)の 教材構造ならびに
指導上の問題について,よ り細分化 しなが ら考察を深めることにしたい。




・段階化を条件 として,直 後の強化,成 功の連続,学 習への積極的参加を考慮 して構成 したも
のである。
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160ま い の色 紙 を,3人1
iに 同 じ数 ず つ 分 け ます 。
1人 ぶ ん は,何 まい に
;






とを対 比 す る。
・問 題 を立 式す る
60÷3に よ って計 算 の方 法 を考 え る。
60÷3は,60枚 を3人 に何 枚 か ず つ 配 る
こ とを繰 り返 し,1人20枚 ず つ 配 れ る こ と
をお さ え,次 に60枚 を10枚 ず つ に く くっ て





2は,10ず つ くく ったた ば の数 で あ る
か ら,20枚 で あ る こ とを理 解 させ るの で あ る。 そ こか ら60÷3=20の 計 算 を一 般 化
す る。




36ま い の色 紙 を,3人 に 同 じ数 ず つ分 け ます 。




具体物によって,2位 数を1位 数でわることの意味を考えさせる場面であ り,十 の
位がわ りきれる場合である。
・問 題 を読 ん で 立 式 す る。
36-3
・36÷3の 計 算 の 方法 を考 え る。
この場 合 は,は じめ に は,子 ど も自身 の手 で 自由 に分 け方 を させ,そ の あ とで 図 の
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枚 に分 け て36÷3の 計算 の方 法 を考 え させ る ので あ る。 次 に,10枚 ず つ の た ば3つ を
3人 分 に分 け る。3÷3=1と30÷3を 対 比 す る,ま た3÷3の わ られ る数3は,10
枚 ず つ た ば に した3で あ る こ とをお さ え る。
な お,36÷3は,36を30と6に 分 け て3で わ って い る こ とか ら(2位 数)÷(1位






したがって,こ の学習内容は,指 導配当時間12時 間の内,第1時 間目に当たり,ま
ず,60÷3な ど(何 十)÷(1位 数)の 計算の方法を理解させ,そ れをもとに して36
÷3,96÷4な ど,(2位 数)÷(1位 数)を 学習するものである。 このような3つ
の細かな段階をふむ学習は,ど れ も位ごとに処理すればよいということを身につけさ
せる貴重 な経験が得 られるものと考えられる。
この学習の後に,筆 算が導入されるのであるが,こ の筆算を導入す る場合には,除
数が1位 数で商も1位 数のときと商が2位 数のときとが考えられ る。商が1位 数の場
合,乗 法九九 を1回 適用すれば容易に商がみだせるために,筆 算形式を用いる必要性
はな く,商 が2位 数になる場合になってはじめて,筆 算形式を導入す ることが妥当と
考えられる。
商が2桁 以上になって,繰 り下が りや商の位取 りの問題 も生 じることから,必 然的
に筆算形式の必要性が増大するもの と考えられる。
なお,こ の学習過程の中で,数 計算への導入,数 計算の応用などには,文 章題が用
いられている。前者の問題文が もつ意義は,こ の学習に導入す る動機づけになる重要
な場面であり,既 習の基本的な内容に子 どもを直面 させ,そ こでは何を学習するかを
明らかに し,同 時に学習意欲が高まるような素材を選び,学 習がなめらかに進展する
ように配慮することが大切である。
したが って,子 どもの計算理解は,そ の日常の経験に則 して行われるものであるこ
とを考え,日 常生活の中で,そ の数計算が適用できると考えられる最も典型的な場面を
選 びそれを文章化 した問題に作成 し,子 どもに提示するのである。これが導入問題で
あ り,そ の目的は数計算の意味の理解にあるといえるのである。
さて,こ こで取 り上げた60÷3や36÷3の 問題文である 「60枚の色紙を3人 に分け
た り,36枚 の色紙を3人 に分けたり」する操作をさせることは,(2位 数)÷(1位 数)
の計算の意味を理解 させようとするものであるが,こ れらのことは,小 学校学習指導
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要領改訂の趣旨において,さ らに学年目標の中においても重視 されている具体的な取
扱いや操作に関 してのものなのである。
しか し,こ の具体的な言葉が意味す る事柄の中には,児 童の発達に応 じて次第によ
り発展的になるもの,す なわち,学 習過程においても明らかなように,具 体的という
事柄の内容において も,遂 次,抽 象的な事柄が含まれていくことにも,児 童の発達に











96こ の キ ヤラ メル を,
4人 に同 じ数 ず つ 分 け
ます 。
1人 ぶ ん は何 こに な








この学 習 場 面 に お い て は,「96こ の キ ャ ラ メル を4人 に 同 じ数 ず つ 分 け る こ とを と
お して,(2位 数)÷(1位 数)の 計算 の 意 味 と方 法 の よ り深 化 を図 る こ とを意 図 し
た もの で あ る。
・96こ の キ ャ ラメ ル を4人 で 同 じ数 ず つ に 分 け る場 合 に,10こ 入 りの は こ9は こを
4人 に分 け る と何 は こず つ に な り,あ と何 は この こ るか を考 え る。
・の こ った1は こ と6こ の キ ャラ メル を4人 に 同 じ数 ず つ 分 け る に は,16÷4で 求 め
られ る こ とを知 る。

























とりわけ商が2桁 以上の計算になると筆算処理の手順が複雑にな り,そ の基底ある
いは背後にある意味の理解が不十分になるものと考えられる。
そこで,除 法計算の最 も基本と考えられる(2位 数)÷(1位 数)の 筆算形式の手
順を問題構成 と対比させながら,具 体的操作をとお して理解 させるようにす る。
次に,具 体的操作 と筆算形式の関連を図るための1つ の例を示そう。
2





















た て る→ か け る → ひ く → お ろす → た て る → か け る → ひ く
0 ② ③ ④ 0 ②' ③'




③ ひく(そ の積を被除数からひ く)
④ おろす(被 除数の次のけたを1つ おろす)


















しか し,こ のような手順 を形式的に教え込み,覚 えさせるということではな く,筆
算 を繰 り返 して行なううちに,自 然に同 じ操作を繰 り返 して計算すれば処理すればよ
一77
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いのだということに気づかせるようにす る。








被 除 数 の 一 の位 が
0の 場 合 の筆 算 の し














i① ① ① ① ①i
;00000;
卩
69円 を,3人 に同 じよ
うに分 け ます 。1人 ぶ ん
は,何 円 に な るで しょ う
か。












50こ の か きを2け ん の1
:
家 で 同 じ数 ず つ 分 け ますd
a
1け ん ぶ ん は,何 こに1
な るで し ょ うか 。1








被除数の十の位 と一の位 とがそれぞれわ りきれる場合の筆算の方法を調べるという
ことで,
・69円を3人 に同 じように分けるという具体例と筆算 とを関連させる。
・十の位のひき算を したときに,6-6=0に なるが,こ の場合には0を 書かない
ことを理解させる。
被除数の未尾が0の 場合の筆算の方法を,50個 のかきを2軒 の家で同 じ数ずつ分け
一78一
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る とい う具体 例 とを関 連 させ る。
れん しゅ う
この練 習 は,1分 節 の 内容 で あ る
(2位 数)÷(1位 数)の 意 味 理 解
(2位 数)÷(1位 数)の 計 算 を筆算 で 練 習
(2位 数)÷(1位 数)の 適 用 題 に よ って 理
解 を深 め る。
228339484
460580690
以上は,除 法計算の内(2位 数)÷(1位 数)の 計算 と計算の方法,計 算の手順 と
その技能の定着 とを目標 とした10時 間扱いの内,単 元への導入 と筆算形式の理解を指
導す る4時 間分における学習過程の構成,さ らにその学習過程における各段階に必要
と考えられる指導上の留意点について現在使用の小学校算数教科書を,そ の展開の順
序に したがって考察 した ものである。








(1)何 十,何 百を1位 数でわる計算の意味と計算の しかたを理解す る。




3年 生の学習のなかで最 もつまずきやす く,定 着の低いものの1つ が整数の除法であると
考えられる。
除法計算の指導は大きく分けて2つ の重要 な学習内容を含んでいる。
すなわち,そ の1つ は,除 法(2,3位 数)÷(1位 数)の 意味や計算の しかたの理解であ
り,他 の1つ は,計 算方法の形式化(筆 算)に よる計算技能の習得であると考えられる。
一'19一
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前者は,基 礎的な知識の理解,後 者 は,基 礎的技能の習得であるといえる。
したがって,指 導にあたっては,筆 算形式の定着を最優先に した計算技能の向上のみを目的
とした指導の展開を行なうことは厳 につつ しむ必要がある。
そこで,こ の指導にあたっては,除 法計算がどのような計算の原理,し くみに支えられて成
り立っているか,あ るいは,筆 算形式,数 の構造をどのように活用 しているかなどを十分考え
させることの指導が大切であり,そ のような過程をとお して,除 法の意味理解や計算技能をい
っそう深化 し,数 学的な考えを伸ばすことが主なるねらいとなる。




① 筆 算形 式 に よ り(2位 数)÷(1位 数)の 計算 が で き る。(G)
②84÷4,96÷3な どな ど(2位 数)÷(1位 数)の 手順 を,「 た て る」 「か け る」 「ひ
く」 「お ろす 」 の順 序 に した が って 説 明 す る こ とが で き る。
③96÷4の 筆 算 の手 順 を図 をみ て 説 明 で き る。
④96÷4の 商 の首 位 は2で あ る こ とが い え る。
⑤96÷4を496と 書 く こ とが で き る
⑥96÷4の 計 算 の しか た を具 体 物 を とお して 知 り,そ れ を
説 明 す る こ とが で きる。
⑦96は,90+6で あ る こ とが わ か る。
⑧(2位 数)÷(1位 数)の 計 算 で,「 十 の位 が わ りきれ
る」 の しか た を 説 明 で きる。(R2)




① ② ③Ll° °
o●::::
(G,最 終 目標 行 動,R,学 習 の レデ イネス)
:1
算数科 における教材 の構造 と授業設計 について の研究〔1)
5.学 習 展 開
時間









の計 算 の しか た を知 る。
(十 の 位 が わ りきれ な
い場 合)
































・TPシ ー トを 配 り,そ
れ に計 算 させ る。 説 明
も書 く。
・OHPに シー トを のせ
計 算 の しか た を説 明 さ
せ る。
・RA[コ ① 番 正 解
2② 番 正 解
3全 問 正 解
4質 問
TPZ
96こ の キ ャ ラ メル を4
人 に同 じ数 ず つ 分 けます 。
1人 ぶ ん は,何 こに な る
で しょ うか 。
・96=4
・立 式 の根 拠 もいわせ る
。
・十 の位 が わ り きれ な い
(2位 数)÷(1位 数)
で あ る こ とをお さえる。
・既 習 内容 を想 起 させ
,







で,十 の位 が わ り きれ
ない 場合 の計 算 の し く
み を ま とめ る。
・筆算 形 式 の存 在 を知 り,
その書 き方 を知 る。
・4)96と 書 く
・商 の首 位 の立 つ と こ
ろ を見 つ け る。
・商の首位の立つところ
の見つけ方をまとめる。
・96÷4の 筆 算 の しか た
を知 る。
・十 の位 を計 算 す る。




























・一 人 ぶ ん は
,24こ で あ
る。
・RA團 わ か った
[2]わか らな い
11質問
・よ り簡 単 な しか た を考
え る こ とか ら,筆 算 形
式 の4腐 が あ る こ と
をお さ え る。
・ノ ー トに4)96を 書 か
ぜ る。
・96÷4=24と わ か って
い る の で24の2を ど こ
に書 く とよ いか を たず
ね て,496に しる し
(・)をつ け させ る。








・TP4で ,商 の首 位 の立
つ と ころ を 説 明 す る。
・TP5は,筆 算 の 手順 を
示 して い るが,計 算 の
し くみ と対 応 させ な が
ら説 明 す る。 また 学 習
の流 れ に そ って 順 序 よ




・一 の位 を計 算 す る。
・96÷4の 計 算 の しか た





の筆 算 の しか た の理 解
を確 か にす る。
・計 算 の しかた を発 表
す る。
・(2位 数)÷(1位 数)


















































・RA[コ わ か った
圀 も うい ち ど説 明
して ほ しい
團 わ か らな い
4質 問
・プ リ ン トを配 布 す る。
小 黒 板 に も1問 ず つ 書
い てお く。
・計 算 の しか た が い え る
よ うにす る。
(机 問 巡 視 に よ り個 別
指 導 をす る)
・小 黒 板 に筆 算 を させ ,




・プ リン トの 問題 を させ
る。
・正 答 の み に注 目せ ず
,
筆 算 の手 順 の定 着 化 を
図 る。
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⑧ 第1分 節からの発展内容 と指導上の留意点
一第2分 節の目標一
「わ り算の筆算における余 りの意味と検算の しかたを知るo・」
一 第2分 節以下の教材は,教 科書に編集される教材配列 の順序に したがって記載
することにとどめることにする。一
98こ の お は じき を4人 で 分 け る と,一 人 分 が何 こに
な るか を,し らべ ま しょ う。










75÷4=18あ ま り3で す 。





わ り算の場合の余 りの大きさは,常 に除数 よりも小 さくなる。
・余 りの処理
必要な数量に分けると端数が残る場合には,余 りは一般に切 り捨てることが多い
ところが,次 のような場面には,端 数を切 り上げる必要が起る。
1
83人 の 子 ど もが,長 い す に こ しを か け ます 。1つ の
い す に は4人 か け られ ま す。
い す が い くつ い ります か 。
このように,わ り算の余 りの処理は,単 に計算を した結果をそのまま答えるのでは
な く,目 的に応 じて適切に 断できるようにする。
一第3分 節の目標一








算数科 にお ける教材の構造 と授業設計 についての研究(1)
800円 を,4人 に 同 じよ うに分 け ます 。1人 ぶ ん
は何 円 に な るで しょ うか 。
100円 だ ま を8こ に 分 け ま しょ う。
120円 の色 ぼ うを,3人 に 同 じ数 ず つ 分 け ます 。
1人 ぶ ん は何 本 に な るで しょ うか。
10本 ず つ の た ば に して くらべ ま しょ う。
糸 毛 の た ま を3こ 買 った ら,
1こ は何 円 で しょ うか。
639円 で した 。
675円 を,5人 に 同 じよ うに分 け ます 。
が 何 円 にな るか を,し らべ ま しょ う。
1人 ぶん















475円 のお か ね を,5人 で 同 じよ うに分 け ます 。
1人 ぶ ん が何 円 に な るか を,し らべ ま しょ う
一85一
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3>2だ か ら,答 え は百 の 位
に は た ち ませ ん。
答 え の+の 位 の計 算
25÷3=8あ ま り1
答 え の一 の位 の計 算
18=3=6
一商が百の位にたたない場合の筆算一
496÷6の 計 算 を しま し ょ う。












つ ぎの わ り算 を しあ げ ま しょ う。
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算数科におけ る教材 構造 と授業設計 につ いての研究(1}
どん ぐ りを,7人 で269こ ひ ろ い ま した 。 同 じ教
ず つ 分 け る と,1人 分 は何 こに な る で し ょうか 。
また,何 こあ ま る で しょ うか。
一わ り算を適用す る問題一
(等分除)
2m50cmの テ ー プか ら,8㎝ の テ ー プが何 本 とれ る
で しょ うか。
また,何 ㎝ あ ま る で し ょ うか 。
一わ り算を適用す る問題一
(包合除)
・639÷3の 計算は,(3位 数)÷(1位 数)の 計算の中で,最 も新 しい型 の1つ
である。
既習の(2位 数)÷(1位 教)に おいて,
48÷4→(40+8)÷4→40÷4+8÷4と 考えたように,639÷3も,639を
600と30と9と に分解 して処理すればよいことであ り,既習事項を想起させ ることに
よって解決できる。
・計算 と数学的な考え方
計算の指導 といえば,と か く形式的な指導になりやすいとか,そ こでは数学的な考
え方が育成できないと思われがちであるが,既 習内容を用いて新 しい学習の解決を図
ることが大切である。
すなわち,96÷4か ら,675÷5の 計 算 を類推 した りすることは,数 学的な考え
方を育成する1つ の例である。
・この学習までに扱 う計算においては,す べて商が被除数の最上位か ら立つ場合で
あったが,こ の段階の学習になって百の位に商が立たない内容がある。 この商の首位
の決定は,除 法計算の1つ の重要なポイントになるため指導上徹底を期 したいもので
ある。
・商に空位のある場合の筆算には誤 りが生 じやすいため十分注意 した指導がのぞま
れる。
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お わ り に
この研究においては,「 授業の質的改善を図る」を前提条件 として,「教材解釈とその系統」
を把握す ることを目的 として考察 し,さ らにさらにそれを構造化のために必要 と考えられる条
件について考察 した。そしてこの2つ の内容を結合 してみると,授 業=学 習を1つ のシステム
として とらえることができるものと考えられる。
さらに,そ れらを構造化するためには,ま ず,指 導すべき内容の構造化を図ることを意図 し
ながら内容を,そ れぞれの目標にしたがって系統的に分析 しながら把握 し,そ れに指導の対象
とする子 どもの発達段階を考慮 し 「授業のシステム化」をどのように構成す るかが重要な課題
として生まれて くる。そ してこの過程は,教 材解釈,教 材構造の把握,授 業構成の手順 として
とらえることができよう。
このような考察のもとに,こ こでは,現 在小学校で使用されている算数科の教科書を中心 と
して研究を進めてきた。
教科書のもつ性格から,学 習に必要な内容を子 どもの発達段階に応 じて標準的に編集 ・配列
されているため,授 業を構成す る場合には,そ の手順に したがえば一般的には可能になると考
えられるのである。
しか し,こ の研究の目ざす目的は,「 授業の質的改善」を前指条件 として今日の教育事情を
見直 し,静 的服従的な教育から脱皮 し,動 的創造的な教育を目ざ し,受 け身の学習から児童の
一人ひとりの直観力,思 考力,行 動力を尊重 し,「 如何に教えるか」ではな く,「 如何 にして
自ら学ばせるか」への教育観を変革することにある。この教育観の変革を実施するための試案
のモデルの創造につとめたのである。
この研究を足場に,次 の課題を設定 し,よ り授業の質的改善に資す るための研究を進めたい
と考えている。
研究課題
1.教 材を構造化 し,そ れを把握 した段階で授業設計を行なったものを,実 践授業をとお し
て児童の反応を考慮 しながらより改善につ とめる。
2.「 豊かな創造性を培 う指導法のあ り方」を描き,創 造性 とはどんなものか,そ れを,創
造的思考の発動する姿 と,発 動する場面 とに分けて研究す る。
..



















































理 論 と実 践 算 数 科 教 育 の研 究
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新 算 数 教 育 講 座 第1巻 数 と計算
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